小学校教員養成課程における小学校外国語教育及び教育課程への対応 : 小学校外国語教育の指導向上に向けて by 三浦 公裕 & 菅井 留美子
小学校教員養成課程における小学校外国語教育及び
教育課程への対応 : 小学校外国語教育の指導向上
に向けて
著者 三浦 公裕, 菅井 留美子
雑誌名 北翔大学教育文化学部研究紀要
巻 3
ページ 311-321
発行年 2018
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00002647/
Ⅰ はじめに
平成29年3月に告示された新しい学習指導要領では，中学年に外国語活動，高学年に外国語
科が導入された。平成30年，31年の学習指導要領移行期を経て，平成32年度から完全実施とな
る日本の英語教育は，教科としての小学校英語が導入されたことで大きな変革の時代を迎えて
いる。
当然ながら，小学校教員養成課程を有する大学においては，今年度から教育課程及び授業内
容についての対応が急務である。
現在，北翔大学教育文化学部教育学科コースにおける小学校英語は，2年生の必修科目となっ
ている。偶然ではあるが，現在の大学2年生は，現行の学習指導要領移行期1年目である平成
21年度には，小学6年生であった。各小学校における教育課程に多少の差はあるものの，大半
の学生は実際に外国語活動を経験している。その2年生が大学を卒業して社会人となる平成32
年度から，新しい学習指導要領が完全実施となる。このような学生の実態やこれからの小学校
外国語教育に対する不安や考え等をアンケート調査から検証し，これからの小学校教員養成課
程における小学校外国語教育の指導力向上に向けた授業内容改善の一助としたいと考える。
Ⅱ 調査方法と内容
今回のアンケート調査の対象は，小学校教員免許を取得するために「小学校英語」を受講し
ている2年生55名（3年生及び聴講生も含む）と，比較検証を行うために現行学習指導要領移
行期前に小学校を卒業している4年生40名で行った。
アンケート調査実施にあたり，学生の皆さんには，『小・中学校の頃に学習した外国語活動
及び英語について思い出し，そして，将来，皆さんが小学校の先生として外国語活動や教科外
国語の授業を行う場面を想像して，アンケートに答えてください。記述欄には皆さんの考えや
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思いを書いてください。』と，回答のお願いを伝えている。
調査内容について，【発問1・2・3】では学生の皆さんが小学生の時に，どのような学習
形態の中で，どのような外国語活動及び英語の授業が行われていたのか，その学習形態や活動
内容を把握した上で，さらに【発問4】では，今回の改訂のポイントともなっている「小・中
間の学びの接続」について，現行の学習指導要領のもとで外国語活動を行ってきた学生の皆さ
んは，実際に小学校での学びが中学校の英語授業で生かされたのかを意識調査していく。
そして，【発問5】では，学生自身が社会生活の中で，実際に英語を使った経験があるのか
等の実態把握を行う。【発問6・7】では，平成32年度から完全実施される「外国語活動」，
「教科外国語」について，実際に授業を行う場面を想定した際にどのようなことに不安を感じ
るのか，不安を払拭するためにどのような内容を学びたいと考えているか等の調査を分析し，
考察から授業内容の充実・改善を図りたいと考えている。
Ⅲ 調査分析と考察
1．小学校の時に，外国語活動の授業がありましたか。（％）下段2年生 上段4年生
【発問1】の回答から，現行の学習指導要領移行期1年目にあたる，平成21年度に小学校6
年生であった，現在の大学生2年生が，1コマの授業として「外国語活動」を行っていた割合
は4割を超えている。「総合的な学習の時間」も含めると，7割を超えている。そのため，「Hi
Friends!」を使っての授業では，「小学校の時にやっていたことを思い出した」「懐かしい」と，
振り返りカードに記入していた学生が多くいた。
現行学習指導要領移行期前に小学校を卒業している現在の大学4年生では，「外国語活動」
を1コマの授業で行っていた割合が大学2年生と比較すると半分以下の割合になるが，総合的
な学習の時間」に行っていた割合は，2年生と同程度である。しかし，「覚えていない」「授業
がなかった」の回答は5割近い状況で，大学4年生の半分は，「外国語活動」を行っていない
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ことが分かる。
2．外国語活動で行った内容で，あてはまる項目を選んでください。（複数回答）
3．小学校での外国語活動は，どのような指導体制でしたか。（複数回答）
【発問2】の回答から，大学2年生，4年生共に，「英語の歌」や「ゲーム活動」等の活動
が多く行われていたことがわかる。「雪まつり会場で外国人にインタビュ―する」等の体験的
な活動を行っていた割合は，大学4年生では1割以下であるが，大学2年生では約3割に及び，
移行期に伴い各学校において特色ある体験的な活動が行われていたようである。
【発問3】の回答から，現在，指導形態として年々増加傾向にある「学級担任とALTとの
ティーム・ティーチング」が，大学2年生，4年生共に多い傾向が見られる。特に，大学2年
生では，「学級担任とALTとのティーム・ティーチング」と「ALTによる授業」を合わせる
と，9割を超えていることから，小学生の頃にネイティブ・スピーカーであるALTによる指
導を受けていた大学生が多いことがわかる。さらに，担任が授業を行っていた割合も，大学2
年生では2割を超えていて，すでに学級担任自身が移行期の指導内容に沿って授業を行ってい
たことがわかる。
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4．小学校における外国語活動での学びが，中学校での英語学習に生かされたと思いますか。
【発問4】の回答から，大学2年生，4年生共に，「生かされた」と回答した割合が高くなっ
ている。その理由として，「英語に慣れることができていたから」「中学校で学び始める前に，
小学校で基礎知識を得られたため」「小学校での英語が楽しかったから」を掲げる学生が多く
いた。「英語の歌」や「ゲーム活動」等を通して慣れ親しみ，楽しかった気持ちを持ち続けて
中学校での英語学習に入ることができたようである。
しかし，「生かされなかった」と回答した学生の理由としては，「ゲームをしているだけで英
語の正しい発音を学ぶことができなかったから」「小学校での内容と中学校での内容が全然違っ
た」「小学校では英語の楽しさを知ることができたが，中学校では書くこと，話すことが多く，
苦手になってしまった」「中学校からは話すのではなく，ほぼ筆記なため，英語を話せなかっ
た」等，今回の改訂にあたり課題として指摘された，『小学校から中学校への学びの接続が不
十分であった』ことが，学生の回答からも同様に考えられる。
5．生活の場面で，英語を使ったことはありますか。それはどのような場面で，どのような内
容でしたか。
【発問5】の回答として，社会生活の場面で英語を使ったことがある割合は，大学4年生で
7割近く，移行期に外国語活動を行っていた大学2年生では8割を超えている。英語を使った
場面については，「アルバイト先に外国人が見えて応対した」「道を聞かれて，英語で説明した」
の回答が一番多く，中には「留学した時」「海外旅行で」「外国人の友達がいる」と回答した学
生も複数名いる。
2014年にベネッセコーポレーションで中高生に英語学習に関する実態調査を行い，2015年に
結果が発表された。その中で，「英語を仕事で使う」と思っている中学生は64.9％，高校生は68
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％で，中・高校生は何らかの形で将来英語は必要だと思っている。しかし，「将来英語を使う
ことはほとんどない」と回答した中学生は44.2％，高校生は50％近くになっている。同様の質
問を，中・高校の英語の教員にしたところ，70％以上の教員が「英語を仕事で使う」と思って
いるが，その中学校教員の25.4％が「自分が教えている生徒が英語を使っているイメージがわ
かない」と回答している。
今回の調査から，すでに様々な場面で外国人と直接，会話した経験をもつ学生にとっては，
日常的にも英語を使う場面があるという，具体的なイメージを持ちながら授業に臨むことが可
能であると考えられる。
6．外国語活動・教科外国語を行う場合，不安を感じますか。
【発問6】の回答から，大学2年生，4年生共に，5割以上が教師として「外国語活動」及
び「教科外国語」を行うことに不安を感じていることがわかる。
「不安に感じる」と回答した大学2年生の約半数以上が，「発音がうまくできるか不安であ
る」「英語が苦手だから，うまく教えられるか不安である」の2点を具体的に挙げている。発
音や文法等への苦手意識を持ちながら，指導することへの不安が大きいようである。大学4年
生では，大学2年生のように「発音や知識不足への不安」もあげているが，大学3年生で教育
実習を経験しているためか，「どのような指導をしたらよいかわからない」「どのような教材を
使えばよいのかわからない」「どういう授業を展開すればよいか不安である」「具体的な指導方
法を知りたい」等の授業づくりに向けての回答が半数近くに及んでいる。
7．将来，小学校の教師として外国語教育を行うために，大学の講義（小学校英語）では，ど
のような内容（指導内容・指導方法・指導計画 など）を学びたいと思いますか。
【発問7】では，不安を減らすために大学の講義で学びたい内容について，自由記述とした
ところ，大学2年生では「指導方法，教え方，授業の進め方，教師の発言，指導案作成，模擬
授業等」授業づくりに関わる内容が多く挙げられた。他には，【発問6】で「発音が不安であ
る」という回答に連動するように，「英語の表現，発音の仕方，クラスルームイングリッシュ，
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簡単な英単語等」英語そのものを学びたいという回答が多かった。
一方，大学4年生では，【発問6】の回答と連動するように，「指導方法，模擬授業，指導内
容，指導計画，教材等」の実際に授業を行うことを想定した回答が圧倒的に多く，さらに「評
価」についても挙げていた。
以上，アンケート調査の結果から，本大学の学生は，すでに社会生活の中で相手に伝わるよ
うに英語を使って接客をしたり道案内をしたりする経験をしているが，それでも，高等学校ま
でに学んできた英語については苦手意識が強く，自信の無さからくる不安が大きいようである。
もちろん，海外旅行や留学経験から英語を得意とする学生もいるが，少数派であるため，授業
内容を考える上では，小学校英語で必要とされる語句の発音や知識について，授業づくりを通
して学ぶ機会を設定する必要がある。
また，来年度から次期学習指導要領の移行期に入り，新たに3年生から「外国語活動」，5
年生から「教科外国語」の授業が始まるという，日本の英語教育において大きな変革の時代を
迎えることになる。この大きな変革の時代に小学校の教師を目指す学生にとっては，さらに不
安を増す要素になっている。そこで，これからの小学校英語の基本的な考え方と方向性につい
て，次期学習指導要領から学ぶ機会を設定し，関連付けて「外国語活動」及び「外国語」の授
業づくり，模擬授業，評価方法等について，学ぶことが必要である。
そして，これらの学びを通して学生が少しでも自信をもって教師の道を志していくことがで
きるように，15回の授業内容を考え実践していかなければならない。
Ⅳ 授業計画及び授業の実際
「アンケート調査」からの分析と考察から，小学校英語の授業では，実際の授業づくりを学
生と共に進めながら，各単元で扱う語句や表現についての知識や発音等を織り交ぜながら進め
ていく必要性を感じた。
そこで，学生の不安を減らし，実際に小学校の教師として外国語教育を行うための能力育成
を目指した授業の展開について具体的に提示していきたいと考える。
小学校英語の授業は後期15回設定されているが，次期学習指導要領が告示され，来年度から
移行期に入ることを考えて，授業においても「外国語活動」「外国語」について学習指導要領
の目標や改訂の趣旨を授業実践と結びつけながら具体的に進めようと考えた。
「外国語活動」では
単元名「Lesson3Howmany？～数えてあそぼう」（Hi,friends!1から）
【単元目標】この単元における3つの資質・能力を知り，「知識・技能」は慣れ親しむこと，
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「思考力・判断力・表現力等」では伝え合う活動を行うこと，その際に相手に伝わるようにす
ることが相手に配慮しながらの活動であることなどをおさえる。
【言語材料】単元の中で使われる言語材料が表記され，言語材料を使って言語活動が行われる
ことをおさえる。
○Howmany～? ○数：one・･・･・･・twenty ○身の回りの物：dog,cat・･・･・
【該当する学習指導要領における領域別目標】
3・4年生は「聞くこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」の3領域から記述さ
れているが，この単元では2領域の活動が行われることをおさえる。
【本時の目標】
「多様な数の言い方があることに気付くとともに，数の言い方に慣れ親しみ，数の尋ね方を
表す表現を知る。」この時間に，初めて数の尋ね方（How many～?）が出てくるため，数を
尋ねたり答えたりする活動を行いながら，数の言い方に慣れ親しみ，数の尋ね方を知る学びで
あることをおさえる。
【本時の指導案】
指導案を使い実際に授業を行いながら，「外国語活動」の授業づくり及び授業の進め方につ
いてイメージを持たせるとともに，活動の一つを学生が考えて模擬授業を行う時間を設定する。
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知識・技能
日本と外国の数の数え方の違いから，多様な考え方があることに気
付き，1から20までの数の言い方や数の尋ね方に慣れ親しむ。
思考力・判断力・表現力等 数を尋ねたり答えたりして伝え合う。
学びに向かう力・人間性等
相手に伝わるように工夫しながら数を尋ねたり伝えたりしようとす
る。
聞くこと
ア ゆっくりはっきりと話された際に，自分のことや身の回りの物を表す簡単な語
句を聞き取るようにする。
話すこと
（やり取り）
ア 基本的な表現を用いて挨拶，感謝，簡単な指示をしたり，それらに応じたりす
るようにする。
「外国語」では，文部科学省から出された教員研修のための「小学校外国語活動・外国語
研修ガイドブック」の「授業研究編Ⅱ」から，「Unit4一日の生活～Whattimedoyougetup?」
の授業を考察する。ここでは，新しく導入された「書くこと」を授業の中でどのように行うの
か，指導案と実践を通して学生が学ぶ時間とする。
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児童の活動 指導者の活動と使用英語例
・全体に挨拶をして，個別にも挨拶をする。
○Sevensteps ・児童と一緒に歌う。
【Let'sChant】Howmanybals?
（例）
・ドッグが聞こえたよ。
・キャッツも，ボールもあったよ。
・Howmany?と聞いているのかな。One,
two,three,hour,fiveも聞こえたよ。
（児童の答えにはthat'sgood!）
・Tenより大きな数が出てきたよ。
・チャンツを聞いて，何が登場していたのか，ど
んな数が聞こえたのか，聞かせるようにする。
・何が聞こえたのか，児童と確かめる。
・児童と一緒に言う。
・ゆっくりコースで11から20までの数の言い方に
慣れ親しませるようにする。
【Activity1】
○「Howmany?クイズ」を作ろう。
・P12の絵を見て，身の回りの物の数を尋ね
る問題をつくり，友達に数を尋ねる。
・「Howmany?クイズ」をすることを告げる。
・P12に描かれている身の回りの物を児童と確認
する。dog,cat,melon,banana,bal,apple,
Strawberry,lemon,soccerbal,spider
【Activity2】
☆「Howmany?」を使って，数を尋ねたり
答えたりしよう。
「Hifriends!」のテキストに描かれている身の
回りの物の絵を使って問題や答え方を考えるよう
に伝える。
・CDを聞きながら歌ってみる。この時に，指導者も一緒に歌う。
・初めはゆっくりと，慣れてきたら少しずつ速く歌うようにする。
・数抜き等の歌い方の工夫をしながら繰り返し歌い，数の言い方に慣れ親しむ。
【学生が活動を考えるためのポイント】
○数の言い方や尋ね方に慣れ親しむことができる体験的な活動
○児童が興味・関心をもつ題材，児童がやってみたいと思う活動
○「聞くこと」から「話すこと（やり取り）」につなげる活動
以上の3点について考慮しながら活動を考える。指導案には，指導者の活動も具体的に
記入する。オリジナルの教材も考えて用意する。児童に尋ねる時には，ゆっくりはっきり
と話すように伝える。
【単元目標】
【該当する学習指導要領における領域別目標】
【指導案】「話すこと（やり取り）」と「書くこと」の言語活動について扱う。
指導案にそって学生と一緒に実践してみることで，「読むこと～音声で十分に慣れ親しんだ
簡単な語句や基本的な表現の意味が分かる」（※ここで言う簡単な語句や基本的な表現は
「Whattimegetupat（ ）?」「Igetupat（ ）?」）「話すこと（やり取り）～簡
単な語句や基本的な表現を用いてその場で質問したり質問に答えたりして，伝え合うことがで
きるようにする。」「書くこと～音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写
すことができるようにする。」の領域別の目標達成のためにどのような活動を行うのか，具体
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小文字の書き方や，一日の生活について尋ねたり答えたりする表現
が分かる。
思考力・判断力・表現力等
一日の生活について，まとまりのある話を聞いてその概要が分かっ
たり，順序立てて伝え合ったりする。一日の生活について，音声で
十分に慣れ親しんだ簡単な語句で書かれたものの意味が分かり，書
き写す。
学びに向かう力・人間性等 他者に配慮しながら自分の一日の生活について伝え合おうとする。
聞くこと
イゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄について，
具体的な情報を聞き取ることができるようにする。
読むこと イ音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるようにする。
話すこと
（やり取り）
ウ自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，簡単な語句や基本的
な表現を用いてその場で質問をしたり質問に答えたりして，伝え合うことができる
ようにする。
書くこと
ア大文字，小文字を活字体で書くことができるようにする。また，語順を意識しな
がら音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写すことができる
ようにする。
児童の活動 指導者の活動と評価◎
※ここまでの活動は省略
【Let'splay】
※それまでの活動の中で，「getup」
の表現が「起きる」という意味であ
ることを分かっている。
・児童はグループ全員に，何時に起き
るか尋ねたり答えたりする。
・指導者は「Whattimegetupat（ ）?」「Iget
upat（ ）?」尋ね方と答え方について黒板に
書いておく。
◎「Whattimegetupat（ ）?」「Igetupat
（ ）?」を使って，尋ねたり答えたりすること
ができる。
【Let'sReadandWrite】
書く文例：「Whattimegetupat
（ ）?」「Igetupat（ ）
?」
・黒板を見ながら書き写す。時間は，
自分が起きる時間を書く。書いた文
を読んでみる。
・「Whattime（ ）at（ ）?」「I（
）at（ ）?」が書かれたワークシート
を配り，前の活動で十分に慣れ親しんだ「getup」の
表現を，黒板を見ながら書き写し，時間については，
自分の起きる時間を書くように言う。
・困っている児童へは，板書してある言葉を，ワークシー
トの欄外に記入し，それを書き写すように伝える。
的にイメージを持つことができると考える。特に，「書くこと」については，「書き写す」まで
の一連の「話すこと」「読むこと（やり取り）」から続いて行われる活動，そして学びであるこ
とをおさえておきたい。
これまでは，担任が授業を行うことを前提として「授業計画及び授業の実際」ついて述べて
きたが，学習指導要領の「3，指導計画の作成と内容の取扱い」（キ）の項目で「学級担任の
教師又は外国語活動を担当する教師が指導計画を作成し，授業を実施するに当たっては，ネイ
ティブ・スピーカーや英語が堪能な地域人材などの協力を得る等，指導体制の充実を図るとと
もに，指導方法の工夫を行うこと。」とある。実際に，担任がALTとティーム・ティーチン
グで英語の授業を行っている学校も多くみられる。
下記の表は，文部科学省が2011年に行った「教育課程の編成・実施状況調査」である。
外国語において，表1の教職員以外の人材の多くはALTで，7割に近い状況である。表2
は地域人材と考えられる。今後，ALTを中心にして様々な人材とティーム・ティーチングで
行う英語の授業についても考えていかなければならない。
Ⅴ まとめ
小学校外国語教育は，今，大きな変革の時を迎えている。3月に学習指導要領が告示されて，
正式に3・4年で「外国語活動」5・6年生で「教科外国語」を行うことが決定した。それに
伴い，教員研修用のガイドブックが文科省から全教員へ配布されたのは，今年度に入ってから
である。そのため，現職の教員において不安に感じているのであるから，学生にとってはなお
さらのことである。
学習指導要領から小学校外国語教育の概論を学ぶことは必要であるが，それ以上に具体的な
授業づくりや模擬授業から3つの資質・能力をどのように育成するのか，領域別目標を達成す
るために具体的にどのような活動を行うのか等を丁寧に学ぶことが，指導力向上に向けて重要
である。また，アンケート調査結果からも分かるように，学生自身も強く望んでいる。しかし，
現在の15回の授業の中で「外国語活動」及び「外国語」の授業づくりや模擬授業を行うには時
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表1【教職員以外の人材（報酬を受ける）の活用状況と活用内容】
有り 無し 外国語 外国語以外の教科 道徳 総合的な学習の時間 特別活動
小学校 68.0 32.0 67.1 52.9 7.0 29.3 17.2
中学校 59.1 40.9 33.1 45.0 7.7 30.2 13.9
表2【教職員以外の人材（報酬を受けない）の活用状況と活用内容】
有り 無し 外国語 外国語以外の教科 道徳 総合的な学習の時間 特別活動
小学校 84.1 15.9 12.1 80.7 6.5 74.1 36.5
中学校 60.3 39.7 9.1 39.2 11.5 71.2 28.0
間が足りず，厳しい状況にある。さらに，不安要素の強い発音については，声に出して慣れる
ことが大切であるが，そのための時間を確保することも難しい。今後，授業時数が十分に確保
された際には，発達段階に応じてどのように発展的に学んでいくのか，資質・能力を育成する
のか，評価はどのように行うのか，「主体的・対話的な深い学び」を実現させるための授業は
どのようなものか，言語材料で扱う英語の発音練習も含めて，3・4・5・6年各学年の授業
づくりや模擬授業を行いながら，学生の指導力を向上させていきたいと考える。
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